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緒 言

Atropineの 性周期 に対 す る作用 につ いては,或 い

は催進 的あ るい は抑制 的で あるといつて定説 がない

し,ま た不明の点 も多 いので,著 者 はAtropineの

単 独作用は もとよ り大脳皮 質脳幹麻酔薬 らとの関係

を詳細 に検討 した.そ してAtropineに よる性 周期

停止は,そ れ が大脳皮 質の興奮を招来 す るに基 づ く

もので,ま た大脳皮 質の興奮 は性周 期を抑制 し一定

期間休止期像 を もつて停止 さ し,卵 胞 の発育 を抑制

し,黄 体を賦 活 し,子 宮 には黄 体 期 像 を 示 すな ど

Longお よびEvansが 提 唱 して い る偽妊娠 に一致

す る所見 を示 し,そ の後性周期 の再 来が近づ くと卵

胞 の発育,子 宮に は卵胞 ホルモ ン像がみ られ ると報

告 した1).

今回 は中枢 性 ことに大脳皮質 興奮作用は周知で あ

るが,性 周期にお よぼす影響 は未 知のApomorphine

およびCaffeineに ついて実 験 し両薬物 の 作用 に更

に一 知見 を加え るとと もに,大 脳皮質 と性周期 との

関係について,著 者 の上 述の所 説を一層確実 に しよ

うと企図 した.

実 験 方 法

使用動物 は成熟 白鼠で,腟 脂膏検査法 は前報1)と

同様であ る.使 用薬物 は塩酸Apomorphine, Caffeine

はCaffeine a. sodium benzoate, Urethan, Luminal

natriumお よび硫酸Atropineで,す べて 水溶 液 と

して背部皮下 に注射 し,用 量 は 対 体 重100gで あ

る.

実 験 成 績

I. Apomorphineお よびCaffeineの 単 独作用

a. Apomorphine

本物 質0.5mg宛 毎 日3回 発情前 期か ら4日 間注

射す ると性 周期はは じめて抑制 され, 9～14日 間休

止期像 を もつて停止 する.更 に増量 して1mg宛 毎

日2回2日 間注射 す る場 合 も抑制 的で,性 周 期は同

様 に停止 し, 7～12日 後再現 し以後正順に反 覆す る.

 4mgで は動物は強い痙攣 発作 の も とに 斃 死 す る

(第1図).
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b. Caffeine

本物質1mg宛 毎 日3回 発情前期 から4日 間の注

射で は影響 はない. 10mg宛 毎 日3回4日 間および

15mg宛 毎 日2回2日 間注射 す ると,性 周 期は前 者

では8～13日 間,後 者 では7～11日 間それ ぞれ休止

期像を もつて停止す る(第2図).

II. Atropineと の関 係

前項 の実験で両薬物 が一定量で性周期を抑制す る

ことが判 つたので,こ れに副交感神経系 が関与す る

か否かをみ るため, Atropineと の 併用実験 を 行 つ

た.さ きに著者はAtropine 0.2mg宛 毎 日3回 発情

前 期か ら4日 間の注射は性 周期に対 して殆 んど無 作

用か或いは僅 かに催 進作用を示す と報告 した.

よつてAtropine 0.2mgの 作用下 に, Apomorphine

 0.5mg, Caffeine 10mg宛 毎 日3回 発情前期か ら4
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第2図

Caffeineの 白鼠性 周期にお よぼす影 響

第3図　 Atropine前 処 置後Apomorphine, 

Caffeineの 白 鼠 性 周 期 に お よ ぼ す 影 響

日間注射 し性周 期に対 す る影響を窺 うに,両 薬物本

来 の抑制 作用 には殆 ん ど変動はない(第3図).

III.脳 幹 麻酔薬Luminalと の関係

教室 の山口2)はLuminal 4mg宛 毎 日1回2日 間

の注射 は白鼠 性周期に殆ん ど影響 をおよぼ さぬ と報

第4図

Luminalaatrium前 処 置後 におけ るApomorphine

お よびCaffeineの 白鼠性 周期にお よぼす影響

告 してい る.著 者 はこれ を追試 し概ね同様の成績を

得た ので, Luminal 4mg注 射後40mと3hにApo

morphine 1mg,ま たはCaffeine 15mgを それぞれ

注射す る方法 で,発 情前 期か ら毎 日2回2日 間反覆

投与 した.

得 た成績 は第4図 に示すよ うに,両 薬物本来の作

用 は殆 んど完 全に抑 制 され,と くにCaffeineで は

軽度 なが ら却 つて催 進作用を思 わせ るよ うな発情期

の延 長を示 す例 もあ る.

IV.皮 質麻 酔薬Urethanと の関係

性周期 に無 作用であ るUrethan 60mg2)注 射後40m

と3hにLuminal併 用時 と同量のApomorphineま

たはCaffeineを 毎 日2回2日 間投与 した.

得 た成績 は前項 のLuminal併 用時 と概ね同様で,

と くにCaffeineに み られ る催進作用へ の転向はLu

urinalの 場合 よりす こ し強 く出る(第5図).
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Urethan前 処置後 におけ るApomorphiaeお

よびCaffeineの 白鼠性周期にお よぼす影響

総 括 並 に 考 按

Apomorphiaeお よびCaffeineは 一定量で白鼠性

周期を ともに抑制 し,休 止期像 をもつて一定期間こ

れを停止せ しめ る.こ の作用 は副交 感神経系 を麻痺

す るに充分 なAtropine量 によ り影響 を蒙 らないが,

 Luminal前 処 置によ り殆ん ど完全 に拮抗 され.こ と

にCaffeine本 来 の抑制 作用は,軽 度 なが ら催進作

用への転向がみ られ ることが多い.ま たUrethanと

の関係はLuminalの 場 合と概ね 同 様 だが,唯 転向

に より現れ るCaffeineの 催進 作用 は 脳幹麻酔時よ

りやや著明で あ る. Moritor u. Pick以 来侵襲部位

を異にす るといわれ ているこれら2群 の麻酔薬 との

関係は, Apomorphineお よびCaffeineが さきに著

者が提唱 した間脳に存在す る性周期抑制 中枢および
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大脳皮質へ の侵襲を示唆す る.両 薬物が周知 の中枢

性 ことに大脳皮 質興 奮薬で ある こと.ま たそれ らの

2, 3薬 理学 的作用は皮質 の刺戟興 奮に よるとす る

先人の報告を考慮 す ると,上 述 の抑 制作用は間脳 よ

りはむ しろ皮質 に対 す る一次(原 発)的 の もので あ

ろう.即 ち両薬物 はまず大脳皮質 の興 奮を惹起 し,

それが二次的 に間脳 を介 して性周 期の変調を来 たす

のであろ う.そ の際Atropineと の併用成績か らみ

て,該 興 奮には副交感神経 系は無 関係 と思 う.

次に上 述のよ うに, Caffeineの 性 周期抑制作用の

催進への転向が脳幹麻 酔時よ りも大脳皮質麻 酔薬作

用下でやや著明で あることは,本 物質が抑制 作用の

ほかに催 進作用を有す る ことを暗示す るよ うである.

この説 明には,間 脳の体温調 節中枢に関 して所謂狭

義 の温熱 と寒 冷 中枢を推定 す るよ うに,性 機能調節

につい て も抑制 中枢 のほか に未 だ確認の域を脱 し得

ないが,そ の催進 中枢 の存在を考 えると容易であ る.

即 ち, Caffeineは 皮質 とと もに間脳の催進中枢を も

刺戟興奮 さす ものであ るが,正 常 の場合 は後者 は弱

い ため に強い前者 に蔽れて発現 しがた く,し たがつ

て抑制作用の みが現 れ る の で あ ろ う.こ のよ うな

Caffeineの 性 周期に対す る作用態度が,教 室 山口2)

がみた血液凝固 の場合 に酷 似す ることはまことに興

味深い.

さらにAtropine(大 量)に ついて の実験 か ら,大

脳 皮質 は性周期 と密接 な関係にあつて,そ れの刺 戟

興 奮 は性周期 の抑制を きたすとい う著者の所 説1)は

今 回の実験 により確認 し得 られ たと思 う.

結 論

1. Apomorphineお よびCaffeineの 一定 量は白鼠

性周 期を抑制す る.

2. Atropineの 一定量は両薬物 の抑 制作用に影響

を およぼ さないが, Luminal, Urethanは ほとん ど

完全 に抑制 し,特 にCaffeineの 場合には 軽 度 なが

ら催進作用 に転 向す ることが多 い.

3.両 薬物に よる性周期抑制は,一 次 的 の 大脳皮

質の興奮お よび これにつづ く間脳の それに基因 し,

またCaffeineは 抑制作用 とともに催進作用を有 し.

正 常の場 合には前 者は後者 を凌 駕 して発現 す ると思

う.

4.大 脳皮質 は性周 期と密接 な 関係 に あつて,そ

れ の刺戟抑 奮は性周期 を抑制 する.
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Author's Abstract

1. A certain dose of apomorphine and caffeine inhibits the sexual cycle in the albino 

rat.

2. Atropine administered in a certain dose has no influence on the inhibitory effect of 

either one of these two drugs, but luminal and urethan suppress almost completely the inhibi

tory action of these drugs, especially it has a reversal effect on the action of caffeine.

3. This prolongation of the sexual cycle seems to be due to the primary excitation of 

the cerebral cortex and subsequently that of the diencephalone, and aside from its inhibitory
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action caffeine has an accelerating effect and under normal conditions the former effect seems 

to predominate the latter.

4. It is to be concluded that the cerebral cortex is intimately related to the sexual cycle 

in the albino rat and its excitation inhibits the sexual cycle.


